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平均血圧 141.4/86.5mmHgにコントロールされた 2582例の PA患者において、CVD 
（虚血性心疾患、脳卒中、心不全）は9.4%、脳卒中は7.4%（脳梗塞は4.6%）、虚血性
心疾患は 2.1%（心筋梗塞は 0.9%）、心不全は 0.6%、心房細動は 2.8%に認められた。
次に、年齢、性別、血圧をマッチングさせた一般住民コホート内の高血圧（HT）患者
1263例、病院受診中のEHT患者 236例と比較したところ、CVD有病率はPA群 11% 










のカットオフ値と規定された 125 pg/ml で 2 値変数に設定したところ、PAC ≧125 



























に分けると、PAC ≧125 pg/mlでは有意にCVDオッズ比が高かった。 
以上の研究は、日本のPA患者のCVD有病率とその発症に関わる因子の解明に貢献
し、原発性アルドステロン症への適切な診断と治療に寄与するところが多い。 
  したがって、本論文は博士（課程博士）の学位論文として価値あるものと認める。 
  なお、本学位授与申請者は、平成31年 3月4日実施の論文内容とそれに関連した
試問を受け、合格と認められたものである。 
 
